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山形市長 佐藤孝弘 様 

 

はじめに 

貴職におかれましては、ますますご健勝のこととお喜び申し上げます。また、日頃より公明

党山形市議団の活動に対して、ご理解とご協力を賜り心より感謝を申し上げます。 

世界的に猛威を振るう新型コロナウイルス感染症の蔓延により、市民生活に影響を与える医

療提供体制や経済的影響は予断を許さない状況となっています。感染拡大防止策とワクチン接

種はもとより、市内事業者の下支え策や景気刺激策などを同時に押し進め難局を乗り越えてい

かなければなりません。また、感染拡大が長引く中、若い女性の自殺の増加、配偶者からの暴

力（DV）、児童虐待、うつ、ひきこもり、孤独死などの問題も深刻化しています。ワクチン接種

の進捗や変異株による感染拡大など不確定要素もありますが、国・県との連携を強め、市民の

命と暮らしを守る施策を最優先に、「ポストコロナ」を見据えた行政サービスの構築と新たな

まちづくりを進めるべきです。さらには、豪雨など自然災害が全国的に相次ぎ、「防災・減災」

への取り組みも急務です。また、ゼロカーボンシティーの実現に向け、地球温暖化対策にも全

力で取り組む必要があります。 

山形市を取り巻く社会経済情勢は、コロナ禍でより一層厳しい状況にありますが、希望ある

本市の将来像とその工程を示すことが政治の使命であり、本市の意欲的な施策に強く期待を致

します。来年度予算要望書では、具体的な施策として５９項目を記載しました。これらの多く

は「切実な市民の声」をもとに練り上げたものです。令和４年度に予算化あるいは施策化が難

しい事項についても、庁内での継続的な検討に取り組んで頂けますようお願い申し上げます。 
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コロナ禍対応と新生活様式について（12件） 

① 新型コロナウイルス感染症対策は「命を守る」、「生活を守る」、「弱者を

守る」との視点を重視すること。その上で、適切な情報収集と意思決定

を図り、適宜、必要な機関や施設へ支援を届けること。 

② 地域の実情に即した施策を実施するため「新型コロナウイルス感染症対

応地方創生臨時交付金」の追加増額と市町村分配枠の拡充を国に要望す

ること。 

③ 増加するＤＶや児童虐待やネグレクトの被害者等に対して、多様な（電

話・メール・チャット）相談窓口が開設していることを周知すること。 

④ 市並びに国・県が実施するコロナ禍支援策制度の周知については、制度

内容や申請方法等を分かりやすく提示し、手続きがスムーズに行えるよ

う努めること。 

⑤ 地域の行事や活動の自粛により、孤立しがちな一人暮らしの高齢者等に

対する、見守り支援を強化すること。 

⑥ アフターコロナにおける経済回復を目指し、新型コロナウイルス感染症

による自粛等で大きな損害を被った事業者（旅行業、飲食業、イベント

業等）を支援するためのプレミアムクーポン券を発行すること。 

⑦ コロナ禍で大きな負担を負っているエッセンシャルワーカー（医療従事

者・介護士・保育者等）の実態把握ときめ細やかな支援を図ること。 
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⑧ ３回目のワクチン接種に備え、関係機関からの情報収集と準備に努める

こと。また、低年齢層への的確な情報発信と接種準備を行うこと。 

⑨ コロナ罹患後の後遺症に悩む方々への相談体制と専門外来への誘導を的

確に行うこと。 

⑩ ワクチン・検査パッケージ制度の活用を前提として、ＰＣＲ検査センタ

ー山形店の運営を継続すること。 

⑪ 子育て世帯への臨時特別給付金について、迅速な支給と事務負担の軽減

及び受け取る市民側の煩雑性の軽減の観点から、支給される残りの５万

円相当分は現金給付とすること。 

⑫ 市民の健康増進やがん予防対策を推進するため、健康診査の受診控え改

善に取り組むこと。 
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１ 世界に誇る「健康医療先進都市」実現のために（11件） 

① 県と共有する課題や市重要案件を解決するため、知事と市長、または、

副知事と副市長並びに実務者が定期的な会議を設けること。（新規） 

② 障がいがある人の社会参加の促進を図るため、デジタル版障がい者手帳

として有効な「ミライロＩＤ」の普及啓発に努めること。（新規） 

③ 障がい者手帳とマイナンバーカードのシステム間連携において、お薬手

帳や健康保険証の情報共有を強化すること。（新規） 

④ 東日本重粒子センターにおいて、重粒子線がん治療が全面的に開始され

ることを踏まえつつ、重粒子線治療費利子補給制度の周知に努めるこ

と。（新規） 

⑤ 高齢者等の健康寿命延伸と社会的孤立を防止するため総合的なフレイル

対策を図ること。（新規） 

⑥ 特に５０歳代から発症率が高くなる帯状疱疹を未然に防ぐため、ワクチ

ン接種の助成制度を導入すること。（新規） 

⑦ ８０５０問題の相談体制を強化すること。また、具体的な受け皿として

身寄りのない障がい者等が安心し持続して生活できるグループホームを

拡充すること。（新規） 

⑧ 南沼原小学校跡地における総合的な福祉施設建設のため、民間事業者を

対象としたサウンディング型市場調査を実施し利活用の検討を行うこ

と。併せて、みこころの里の移転も検討すること。（継続拡充） 
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⑨ 健康分野におけるスマートシティーを推進するため、健康に関するデー

タを集積・分析の上、生活改善策の取り組みを実施すること。（継続拡

充） 

⑩ 障がい児・者の日常生活を支援するため、日常生活用具給付事業に「暗

所視支援眼鏡」を追加すること。また、人工内耳用音声信号装置と人工

内耳用電池および充電器等への市独自の補助制度を確実に推進すること。

（継続） 

⑪ スポーツ部局の移管を契機に、広域利用に資する施設（スケート場・観

客席設置の体育館・武道館・陸上競技場・サッカースタジアム）につい

て、県と市が連携し、期限を設けて施設整備計画を策定すること。 

（継続） 
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２ 県都に相応しいトップクラスの子育て環境整備のために（12件） 

① 幼児教育・保育料の無償化に向け段階的に負担軽減を推進すること。 

（新規） 

② デジタル人材育成に向けての取り組みとして、学生や若者を対象に外部

ＩＴ専門機関や山形ＡＩ部等の産学官が連携し、高度デジタル人材育成

を実施すること。（新規） 

③ 誕生から成人までの子どもやその保護者を対象に、保健・福祉・教育分

野から総合的・専門的な相談・支援を行う（仮称）こども総合相談セン

ター（事例：福岡市の「えがお館」）を設置すること。（新規） 

④ 子供達に配布されたタブレットを活用し、いじめや悩み事を相談・報告

できるアプリを導入すること。（新規） 

⑤ 子供たちの読書を推進するため、ファーストブック贈呈（赤ちゃんギフ

トとして図書カードと絵本紹介）、セカンドブック贈呈（小学校入学時に

県・市立貸出カードと絵本）を実施すること。また、読書手帳と電子図

書を導入すること。（継続拡充） 

⑥ 子ども同士のいじめ問題や保護者との関係に携わる教職員等が、トラブ

ルを予防または回避するため、他自治体に先行してスクールロイヤーを

導入すること。（継続拡充） 
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⑦ 貧困や不登校、高齢者や外国人など、様々な理由で学ぶ機会を失った人

のために「夜間中学」を設置すること。また、詳細な実態を掴むための

追跡調査を実施すること。（継続） 

⑧ 気になる子供の早期発見のため「５歳児健診」を実施すること。また、

保育園と認定こども園等において実施している健康診断に対しての相談

や支援の体制を拡充すること。（継続） 

⑨ 子育て世代で最も要望のある、子ども医療費助成制度を高校三年生まで

拡充すること。先ずは先行して、入院費に対する助成制度を導入するこ

と。（継続） 

⑩ 南沼原小学校新校舎改築までに、同校舎前の西バイパス交差点への歩道

橋の整備を図ること。（継続） 

⑪ 子供たちの悩みに耳を傾けるため「ＳＮＳ（ＬＩＮＥ・アプリ等）」を

活用した「いじめ・自殺相談窓口」を開設すること。（継続） 

⑫ 子どもたちの芸術鑑賞機会を確保すること 。（継続） 
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３ 活力ある産業のまちづくりのために（9件） 

① ＳＤＧｓ「持続可能な開発目標」の達成と、ゼロカーボンシティーの実

現を目指し、同目標が自分事として捉えられるよう市民を巻き込んだ実

効性ある取り組みを推進すること。（継続拡充） 

ア、 専門部局を設置し全庁的に施策を実施すること。 

イ、 教育現場での学びの機会を充実すること。 

ウ、 市民向け講座（山形版 SDGS カードゲーム等）を拡充すること。 

エ、 リーフレットを作成し理念を浸透させること。 

② 山形市のスマートシティ化を推進する上で、誰一人取り残さないとの理

念のもとデジタルデバイド解消を図ること。（新規） 

③ 新たな地域交通体系“ＭａａＳ”の実施に向けては、山形連携中枢都市

圏や仙山交流網と十分に調整を図ること。（新規） 

④ 新産業団地（第１期）への早期誘致に向けて有効な融資手法等を検討す

ること。また、既存産業団地とのバランスを図りながら中小零細企業や

小規模事業者等が立地を希望する場合、丁寧な相談に努めること。（新規） 

⑤ 新産業団地（第２期）の開発計画を具体的に進めるため、花巻市起業家

支援センターを参考に、公共の産業支援拠点やレンタル式工場棟の設置

を検討すること。（継続拡充） 
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⑥ 地域に伝わる古文書等の歴史遺産や無形伝統文化財等を専門機関や大学、

地域の方々と連携して、収集、調査、整理、保存すること。また、広く

市民や観光客に公開するため、同資料等にストーリーを付加したデジタ

ル映像としてまとめ、（仮称）山形クリエイティブシティーセンターで提

供すること。（継続拡充） 

⑦ 高速道路外の休憩施設（道の駅など）等へ、割増料金ゼロで立ち寄れる

「ＥＴＣ２．０賢い料金」を道の駅（仮称）蔵王への導入すること。   

（継続） 

⑧ 住宅地における有害鳥獣被害対策について、市民の安全を守る観点から

有効な対策を講じること。（継続） 

⑨ 有害鳥獣を捕獲した際の助成金を引き上げるとともに、捕獲した有害鳥

獣の処理等（ジビエ化・肥料化等）を効率的に行う仕組みや施設の検討

をおこなうこと。（継続） 
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４ 市民協働のまちづくりのために（7件） 

① 生きづらさを感じているＬＧＢＴ等当事者への応援メッセージとして

「やまがたＬＧＢＴサポート宣言」を行うこと。また、パートナーシッ

プ制度等の具体的な支援策を検討すること。（新規） 

② 広報やまがたを配布している各自治会や広報担当者及び隣組長等の負担

軽減のため、年末年始とお盆時期（1/1 号・8/15 号）における配布手法

を検討すること。（新規） 

③ 行政サービスにおける申請主義の弊害解消を目指し、プッシュ型行政サ

ービスを拡充すること。（新規） 

④ 市町村の努力義務となった「避難行動要支援者名簿」と「個別避難計画

書」の作成を市と自治会等が協力して推進すること。（新規） 

⑤ 身寄りのない人や墓を引き継ぐ人がいない人も安心して納骨できる「合

葬式墓地」を備えた市民霊園を設置すること。（新規） 

⑥ 遺族の手続き負担軽減対策として、ワンストップによるサポート支援を

行うこと。（新規） 

⑦ 職員の登用について、積極的に女性管理職の登用を図り、若手管理職に

ついては、多岐にわたる研修の機会を増やすよう努めること。（継続） 
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５ 安全・安心のまちづくりのために（8件） 

① 大規模水害を未然に防止または軽減するため、調整池や遊水地の洪水調

節施設の必要性と効果を研究し、必要に応じた一体的な管理運用方法を

検討すること。（新規） 

② 子供や若者が犯罪や事件に巻き込まれることを未然に防ぐため、不審者

通報システムの周知啓発と、不審者の目撃情報等をリアルタイムで通報

できるシステムを構築すること。（新規） 

③ ＪＲ蔵王駅と山寺駅のバリアフリー化を推進すること。また、交通系ＩＣ

システムを拡充すること。（新規） 

④ 頻発する内水氾濫を未然に防ぐため、不足する排水ポンプ車を増車する

こと。（継続拡充） 

⑤ 市指定避難所の機能強化として、多機能トイレ・テレビ・Ｗｉ－Ｆｉ・冷

暖房・間仕切りテントを完備すること。（継続拡充） 

⑥ 持続可能な公共交通網の整備を促進するため、環境に配慮した南北コミ

ュニティーバスを導入すること。（継続拡充） 

⑦ 市内全ての連合町内会に、防災士や女性防災リーダーを育成するために

資格取得に係る費用を助成すること。（継続） 

⑧ 西回りバイパス西側の椹沢山辺中山線における南側への延伸を早期に推

進すること。（継続） 
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以上 

コロナ禍：１２件 

新  規：２３件 

継続拡充：１０件 

継  続：１４件 

合  計：５９件 


